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も
う
す
ぐ
、
４
月
。
入

学
を
ひ
か
え
た
家
庭
で
は

入
学
準
備
に
忙
し
い
時
期

で
す
。

　

就
学
援
助
は
子
ど
も
が

小
中
学
校
で
学
習
す
る
た

め
の
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
が
困
難
な
保
護
者
を
援

助
す
る
制
度
で
す
。

　

就
学
援
助
の
う
ち
、
小

学
生
の
「
新
入
学
学
用
品

費
」
は
入
学
後
の
７
月
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
で
は
入
学
準
備
に
間

に
合
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
高
槻
市
会

議
員
団
は
繰
り
返
し
入
学

前
の
支
給
を
求
め
て
き
ま

し
た
。
要
求
が
実
り
、
中

学
生
は
２
０
１
５
年
の
入

学
か
ら
入
学
前
支
給
が
実

現
。
就
学
援
助
を
小
学
６

年
生
で
受
給
し
て
い
る
保

護
者
は
、
中
学
校
入
学
前

の
３
月
に
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
入
学
前
支

就
学
援
助
の
「
新
入
学
学
用
品
費
」
入
学
前
支
給
を

新
年
度
保
険
料
「
低
所
得
者
へ
の
配
慮
」
を

「
答
申
」
に
盛
り
込
む

国
保
運
営

協
議
会

　

高
槻
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、
１
月
19
日
と
２
月
１
日
、
市
長
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い
た
今
年
４
月
以
降
の
保
険
料
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
（
宮
本
が
出
席
）。
審
議
の
結
果
、大
阪
府
か
ら
の
保
険
料
の
計
算
方
式・減
免
の
一
本
化
の
圧
力
に
よ
る
値
上
げ
は
「
や

む
を
得
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、「
低
所
得
世
帯
の
保
険
料
負
担
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
い
」
と
す
る
「
答
申
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

大
阪
府
は
昨
年
12
月
、

保
険
料
の
計
算
方
式
を
府

下
で
統
一
し
、
異
常
に
高

い
国
保
料
の
負
担（
左
表
）

を
抑
え
る
た
め
に
、
市
町

村
が
税
金
を
投
入
す
る
＝

法
定
外
繰
入
や
市
町
村
独

自
の
保
険
料
減
免
な
ど
を

認
め
な
い
「
運
営
方
針
」

を
決
定
し
ま
し
た
。
保
険

料
の
統
一
に
加
え
て
、
保

険
料
減
免
ま
で
な
く
す
こ

と
を
求
め
て
い
る
の
は
全

国
で
大
阪
府
だ
け
で
す
。

結
果
、
多
く
の
市
町
村
が

保
険
料
値
上
げ
に
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

国
は
当
初
、
国
保
の
予

算
を
増
や
す
代
わ
り
に
法

定
外
繰
入
を
や
め
る
こ
と

を
市
町
村
に
求
め
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
保
険
料

が
値
上
げ
に
な
る
加
入
者

や
市
町
村
の
反
発
を
受

け
、
法
定
外
繰
入
を
継
続

す
る
こ
と
を
市
町
村
に
求

め
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
阪
府
は
あ

く
ま
で
「
運
営
方
針
」
を

変
え
よ
う
と
せ
ず
、
こ
れ

に
従
っ
た
高
槻
市
の
提
案

は
、
６
年
間
か
け
て
、
保

険
料
の
計
算
方
法
を
府

の
方
式
に
あ
わ
せ
、
法

定
外
繰
入
と
市
独
自
の
減

免
制
度
を
解
消
し
て
い
く

内
容
で
し
た
。
結
果
、
一

人
当
た
り
保
険
料
は
年
平

均
１
４
２
８
円
の
値
上
げ

で
、
計
算
方
法
の
変
更
で

特
に
家
族
の
人
数
が
多
い

家
庭
が
値
上
げ
に
な
る
案

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
年
度
の
法
定

外
繰
入
の
７
割
の
額
を
投

入
す
れ
ば
、
新
年
度
は
保

険
料
値
上
げ
を
せ
ず
に
済

む
こ
と
を
示
し
、「
せ
め

て
そ
の
程
度
の
繰
入
は
行

う
べ
き
」「
保
険
料
の
計

算
方
法
の
変
更
は
見
送
る

べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

議
論
の
結
果
、「（
保
険
料

値
上
げ
は
）
や
む
を
得
な

い
」
と
し
な
が
ら
も
「
低

所
得
世
帯
の
保
険
料
負
担

に
十
分
に
配
慮
さ
れ
た

い
」
と
の
意
見
が
「
答
申
」

に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

審
議
を
踏
ま
え
、
副
市
長

は
「『
答
申
』
を
尊
重
し
、

所
要
の
手
続
き
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
」
と
表
明
し

ま
し
た
。

国保加入者の負担は重い（全国平均）
市町村国保 協会けんぽ 組合健保

一人当たり平均所得 84万円 145万円 211万円

保険料負担率 10.0% 7.6% 5.8%

一人当たり医療費 35.0万円 17.4万円 15.4万円

高槻市は 14.9％

給
は
全
国
の
市
町
村
の
４

割
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。
文
部
科
学
省
は
昨
年

４
月
、
入
学
前
の
支
給
分

を
国
庫
補
助
の
対
象
に
す

る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
槻
市
で
も
小
学
校
で

の
入
学
前
支
給
が
実
現
す

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
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次期介護保険料の一部
段階 月額保険料次期保険料の

対象者 現行 次期

第１段階 2,175円 2,288円

3,142円 3,305円

3,384円 3,559円

4,321円４,109円

４,833円 5,083円

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
（基準）

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全
員が市民税非課税者
・世帯全員が市民税非課税で被
保険者の合計所得金額（公的
年金等に係る所得を除く）と課
税年金収入額の合計が年額８０
万円以下の者

・被保険者が市民税非課税でか
つ課税年金収入額＋合計所得
金額（公的年金等に係る所得を
除く）が８０万円以下であって世
帯の中に市民税課税者がいる者

・被保険者が市民税非課税で世
帯の中に市民税課税者がおり、
第４段階に該当しない者

・世帯全員が市民税非課税で被
保険者の合計所得金額（公的
年金等に係る所得を除く）と課
税年金収入額の合計が年額１２
０万円以下の者

・世帯全員が市民税非課税で第
１、第２段階に該当しない者

収
入
が
少
な
い
人
の
介
護
保
険
料

値
上
げ
は
や
め
る
べ
き

　

２
月
６
日
、
高
槻
市
が
市
議

会
・
福
祉
企
業
委
員
会
協
議
会

に
示
し
た
、
２
０
１
８
年
度
か

ら
の
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

（
案
）は
、月
額
５
０
８
３
円（
第

５
段
階
・
基
準
保
険
料
）
と
な

り
、
現
行
保
険
料
か
ら
２
５
０

円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
（
下

表
）。

　

収
入
が
少
な
い
人
の
保
険

料
は
、
第
１
段
階
は
年
間
で

１
３
５
０
円
の
値
上
げ
、
第
２

段
階
は
１
９
５
０
円
の
値
上
げ

に
な
り
ま
す
。
第
１
段
階
は
ひ

と
月
の
年
金
が
６
万
６
０
０
０

円
以
下
、
第
２
段
階
で
は
月

10
万
円
以
下
で
す
。
生
活
費
を

確
保
す
る
の
も
大
変
な
方
々
で

す
。

　

日
本
共
産
党
の
き
よ
た
純
子

市
議
は
第
１
段
階
と
第
２
段
階

の
方
の
値
上
げ
は
や
め
る
べ
き

と
主
張
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
介
護
保
険
料
は
値
上

げ
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
抜
本
的
な
解
決
の
た
め
に

国
が
介
護
保
険
の
予
算
を
大
幅

に
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

財
源
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
大
も

う
け
し
て
い
る
大
企
業
へ
の
ゆ

き
す
ぎ
た
減
税
を
や
め
大
株
主

な
ど
富
裕
層
の
税
負
担
を
引
き

上
げ
て
確
保
す
る
べ
き
で
す
。

宮田２丁目地内の
浸水被害が解決

　

宮
田
２
丁
目
地
内
の

（
株
）
酉
島
ポ
ン
プ
が
所

有
す
る
駐
車
場
か
ら
、
豪

雨
時
、
大
量
の
雨
水
が
流

れ
出
し
、
玄
関
先
が
浸
水

す
る
と
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

雨
水
は
降
雨
し
た
土
地

の
持
ち
主
が
責
任
を
持
っ

て
下
水
管
に
流
れ
込
む
よ

う
に
対
策
を
と
る
こ
と
が

基
本
で
す
。

　

市
に
酉
島
ポ
ン
プ
に

対
し
て
、
雨
水
処
理
の
責

任
を
果
た
す
こ
と
を
要
請

す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し

た
。
要
請
後
、
酉
島
ポ
ン

プ
が
駐
車
場
と
道
路
側

溝
の
境
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
積

み
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た

雨
水
マ
ス
に
雨
水
が
流
れ

込
む
よ
う
に
工
事
を
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
被

害
は
起
こ
っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

近
年
、
か
つ
て
起
こ
ら

な
か
っ
た
よ
う
な
集
中
豪

雨
が
発
生
し
、
思
い
も
よ

ら
な
い
被
害
が
起
こ
り
ま

す
。
大
規
模
な
駐
車
場

な
ど
の
開
発
に
あ
た
っ
て

は
、
開
発
者
が
排
水
設
備

工事前

工事後

新しく設けられた雨水マス

を
き
ち
ん
と
設
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。


